
平和記念公園には 6日 未明から校爆者や
族らが訪れ、慰霊碑や供養塔前で犠牲者に
りをささげた。それぞれの話を聞いた。

争審輯髪謎務韻め:堤幹iけヽⅢ
中区舟入幸町、無職、右田繁子さん (86)
妹 (当時 17歳)、 姉 (同25歳)を 失 つた。 2
人を探 して広島市内を歩き、被爆 した。どこ

かに骨があると信 じ、無縁仏があれば手を合
わせる。戦後、娘は41歳でがんで死んだ。原
爆のガスが私の体から移 つたん じゃないかと
不安。今も原爆を恨む。

南区本浦町、鷲見哲男さん (75)被 爆 した

妻は17年前、大腸がんで亡 くなつた。53歳だ
つた。中区千田町で被爆 し、父親を授 しに市
街地に入 つた時に被爆 したらしい。結婚 した
時、妻は被爆 したと言わなか つたが、当時
誰でもそうだ つた。今でも妻を思い出すと
しか出ない。

山口市小郡下郷、兼重文子さん (85)戦 時
中は鉄道の通信員。帰らぬ人 となるかも しれ
ないと思いながら、何人もの若者を戦場ヘ

り込む手配を担 つた。終戦後は、疲弊 しき つ

た元兵士 らで汽車は満杯だ つた。話すだけ
涙が出る。安 らかにお休み下さい、と手を合
わせに来る。

中区舟入川回町、湯井恵美子さん (87)
時は市外の高等女学校教師だ つた。原爆投下
約 10日後に、生徒 と炊き出 しを手伝いに入市
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爆ゆるすまじ」 と詠んだが、戦争無き時代は
いまだ来ない。容易でないが、核のない世
を願 う。

府中市、内田美佐子さん (76)父 と姉 2人
を亡 くした。自介は爆心地から 34D離 れた女
学校にいて助か つたが、上の姉は左肩の骨に

衣服がくつついていたのでや つと姉 と分かる
くらい焼けて見つか つた。父と下の姉は今も
行方が分からない。核兵器の怖さを知 つてV

たら決 して作ろうとは思わないはず。

甘 日市市、無職、吉本和弘さん (78)学 徒
動員で機関銃の部品を作る工場に勤務中に被
爆。工場が倒壊 して下敷きにな つた。同級生
が12、13人亡 くな つた。64年た つた現在、
かの同級生もほとんど亡 くなり、当時の話
する人がいない。子 どもや孫に話すのが精レ
つぱい。原爆の記憶が薄れていくことに

感を感 じる。

中区舟入中町、沖正夫さん (77)勤 労
先の天 満町で被爆 した。 「逃 げる途中 に、

どが渇 いて人の畑 か ら トマ トを採 つて食べ

た」 と話 していた母 は被爆 4日 後 に亡 くな つ

た。おばは、どのように亡 くなつたのか今
分からない。人間同士が殺 し合うのは本当に
ばかな話で、戦争ほど怖いものはない。
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